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『ベスト表』は少しだけ改訂  

 今まで『代表作』という形では取

り上げてこなかった。よって、今回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「どの順番」・『代表作』 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は代表作三作を無理やり紹介する

ことにしたので、スペースがぎゅう

ぎゅう詰めになってしまった。どれ

も手に入りやすい本ばかり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松岡圭祐『ベスト表』(再掲) 
 現在も話題作継続中の松岡圭祐の『ベスト表』を再度取り上げる。最近

のベストセラーである『高校事変』シリーズ等はミステリの分類ではない

と思っているので、ミステリ系統の作品に絞って考えてみた。 

『千里眼 完全版』    私が読んだのは２００７年の角川

文庫版。本書の元は１９９９年に小学館から出た本であり、旧版の全面

改稿版になっている。私は『万能鑑定士』シリーズをある程度読み進め

てからこの『千里眼』シリーズに移ったので、読んだのは全て角川の「完

全版」ということになる。岬美由紀の超人的活躍の物語。 

 美由紀の設定は元航空自衛隊の戦闘機パイロットであり、現在は臨床

心理士としての仕事についているというもの。抜群の身体能力と判断

力、そして先を見通す分析力で幾多の窮地を切り抜けていく事になる。

この第一作は「東京湾観音」から始まり、恒星天球教という新興カルト

教団がテロ活動が世の中を混乱に陥れていく流れに入っていく。 
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《松岡圭祐作品のベスト表》 

１．催眠 

２．万能鑑定士Ｑの事件簿Ⅸ 

３．カウンセラー 完全版 

４．万能鑑定士Ｑの事件簿Ⅹ 

５．千里眼 完全版 

６．万能鑑定士Ｑの事件簿ⅩⅠ 

７．探偵の探偵Ⅱ 

８．万能鑑定士Ｑの探偵譚 

９．探偵の探偵 

１０．後催眠 

１１．万能鑑定士Ｑの事件簿ⅩⅡ 

１２．千里眼 運命の暗示 完全版 

１３．万能鑑定士Ｑの推理劇Ⅲ 

１４．万能鑑定士Ｑの推理劇Ⅳ 

１５．万能鑑定士Ｑの謎解き 

１６．特等添乗員αの難事件Ⅰ 

１７．千里眼 ミドリの猿 完全版 

１８．万能鑑定士Ｑの最終巻 

１９．探偵の探偵Ⅲ 

２０．シャーロック･ホームズ対伊藤博文 

２１．へーメラーの千里眼 完全版 

２２．万能鑑定士Ｑの事件簿Ⅶ 

２３．千里眼の復讐 

２４．千里眼 トランス･オブ･ウォー 

２５．水鏡推理Ⅱ 

２６．千里眼 ブラッド･タイプ 

２７．新人作家杉浦李奈の推論 

２８．千里眼とニュアージュ 完全版 

２９．万能鑑定士Ｑの推理劇Ⅱ 

３０．特等添乗員αの難事件Ⅱ 

３１．千里眼マジシャンの少女 完全版 

３２．千里眼背徳のシンデレラ 完全版 

３３．新人作家杉浦李奈の推論Ⅴ 

３４．マジシャン 完全版 

３５．万能鑑定士Ｑの推理劇Ⅰ 

３６．万能鑑定士Ｑの事件簿Ⅷ 

３７．特等添乗員αの難事件Ⅲ 

３８．新人作家杉浦李奈の推論Ⅲ 

３９．蒼い瞳とニュアージュ 

４０．千里眼の瞳 完全版 

４１．探偵の探偵Ⅳ 

４２．アルセーヌ・ルパン対明智小五郎 

４３．水鏡推理 

４４．探偵の鑑定Ⅱ 

４５．特等添乗員αの難事件Ⅵ 

４６．水鏡推理Ⅲ 

 

 

 

 

『万能鑑定士Ｑの事件簿Ⅰ』  ２０１０年

角川文庫書下ろし。私が最初に松岡圭祐作品を読み始めたのは本書か

ら。実際に読んだのはシリーズがベストセラーになって少し時間が経っ

て、書店に５、６冊が平台に並ぶようになってから。でも、松岡作品の

中ではミステリらしさが前面に打ち出されていると感じられる。 

 最初に出てくる話が「力士シール」のこと。純和風の相撲力士のよう

な顔が描かれたシールが都内のいろんな場所に大量に貼り付けられる。

ガードレール、電柱、公衆電話、商店街のシャッター。誰が何の目的で

やっているのか皆目わからない。それを取材し始めるのが「週刊角川」

の記者の小笠原悠斗。そしてその過程で出会うのが「万能鑑定士」を名

乗る凛田莉子。彼女の観察眼の鋭さと知識の煌めきが伝わってくる。 

『催眠』    私の手元にある本は１９９７年の小学館版。一応

本書がデビュー作のようになっている。臨床心理士の嵯峨敏也が活躍す

るシリーズの開幕。サイコ・サスペンスの内容である。読者を惹きつけ

る文章力はこのデビュー作からも十分に窺うことができる。 

 冒頭に出てくるのイカサマ催眠術師の実相寺則之。たまたまテレビに

も出演したりしていたが、彼の占いの店に入絵由香と名乗る女がやって

きて、催眠の真似事をしてみると突然笑いはじめ、宇宙人アンドリアに

なってしゃべり始めた。その後いろいろと試してみると予知能力を発揮

して、いろんな出来事を予測したりして…。そこへ登場してくるのが〈東

京カウンセリング心理センター〉の催眠療法科長の嵯峨。女の持つ能力

の秘密を解き明かすために活動を開始する。 


